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(57)【要約】
【課題】、表示装置が設けられている場合であっても、
顧客が買い物カゴに商品を入れやすく、また買い物カゴ
に入れた商品を確認しやすくする荷車を提供すること。
【解決手段】実施形態の荷車は、床面上を走行自在に設
けられたキャスタ部と、キャスタ部における前後方向の
後端から上方に向けて設けられたフレームとを備える。
キャスタ部上又はフレーム前側には、商品カゴを載置す
る載置部が設けられている。フレームには、その表示面
を後向きにし、キャスタ部の前後方向と直交する幅方向
の中心線よりも左右いずれかにシフトして配置されてい
る表示装置を備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　床面上を走行自在に設けられたキャスタ部と、
　前記キャスタ部における前後方向の後端から上方に向けて設けられたフレームと、
　前記キャスタ部上又は前記フレーム前側に設けられ、商品カゴを載置する載置部と、
　前記フレームにその表示面を後向きにして取り付けられ、前記キャスタ部の前記前後方
向と直交する幅方向の中心線よりも左右いずれかにシフトして配置されている表示装置と
、
を備えている荷車。
【請求項２】
　前記表示装置の下端は、前記載置部に載置された商品カゴの持ち手の揺動範囲より高い
位置に配置されている請求項１に記載の荷車。
【請求項３】
　前記表示装置の右端は、前記中心線よりも左側に位置している請求項１に記載の荷車。
【請求項４】
　前記表示装置の表示面は、前記中心線側に傾けて配置されている請求項１に記載の荷車
。
【請求項５】
　前記表示装置の表示面は、上方に傾けて配置されている請求項１に記載の荷車。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、荷車に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スーパーマーケットやショッピングモール等の店舗内で顧客はショッピングカートを使
用する。そして、このショッピングカートに商品に付された商品コードを読取るスキャナ
を設け、顧客自身に商品に付された商品コードを読み取らせる販売形態がある。このよう
なショッピングカートにおいて、商品名等を表示する表示装置を有する形態が存在する。
【０００３】
　しかしながら、ショッピングカートに設けられた表示装置の位置によっては、買い物カ
ゴに商品を入れづらく、また、買い物カゴに入れた商品が見づらいことが生じる。
【０００４】
　このため、表示装置が設けられている場合であっても、顧客が買い物カゴに商品を入れ
やすく、また買い物カゴに入れた商品を確認しやすくする荷車を提供することを目的とす
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第５７１１７７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、表示装置が設けられている場合であっても、顧客が
買い物カゴに商品を入れやすく、また買い物カゴに入れた商品を確認しやすくする荷車を
提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実施形態の荷車は、床面上を走行自在に設けられたキャスタ部と、キャスタ部における
前後方向の後端から上方に向けて設けられたフレームとを備える。キャスタ部上又はフレ
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ーム前側には、商品カゴを載置する載置部が設けられている。フレームには、その表示面
を後向きにし、キャスタ部の前後方向と直交する幅方向の中心線よりも左右いずれかにシ
フトして配置されている表示装置を備えている。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、実施形態にかかるショッピングカートを示す外観斜視図である。
【図２】図２は、ショッピングカートの背面図である。
【図３】図３は、ショッピングカートを顧客が利用した状態を示す平面図である。
【図４】図４は、ショッピングカートを顧客が利用した状態を示す側面図である。
【図５】図５は、ショッピングカートの中心線と表示装置との位置関係を示す説明図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本実施形態について、図面を参照しながら説明する。荷車の一例としてスーパー
などの小売店で使用されるショッピングカートを例に挙げる。図１は、ショッピングカー
ト１０を示す外観斜視図。図２は、ショッピングカートの背面図。図３は、ショッピング
カートを顧客Ｋが利用した状態を示す平面図。図４は、ショッピングカートを顧客Ｋが利
用した状態を示す側面図である。なお、本実施の形態では、ハンドルフレーム部４０側を
後方とし、ハンドルフレーム部４０から突出する籠受部５０の突出方向を前方とする。前
方と後方を合わせて前後方向と称する。また、前後方向に水平に直交する矢印方向Ｈはカ
ート部２０の幅方向を示している。さらに、図中Ｋは顧客を示している。
【００１０】
　図１に示すように、本実施形態にかかるショッピングカート１０は、商品を収容する買
い物カゴＰを運搬するカート部２０と、カート部２０に取り付けられた電装部１００とを
備えている。カート部２０は、床面上を円滑に移動させるためのキャスタ部３０と、この
キャスタ部３０の後輪側に立設されたハンドルフレーム部４０と、このハンドルフレーム
部４０のハンドルフレーム部４０の高さ方向の中間位置に、前方に向けて取り付けられた
籠受部５０とを備えている。キャスタ部３０及び籠受部５０は、買物カゴＰが適宜載せら
れるように構成されている。買い物カゴＰは、揺動する持ち手Ｐａを有している。
【００１１】
　キャスタ部３０は、後辺が開口した四角枠状のフレーム３１と、このフレーム３１の四
隅にそれぞれ設けられたキャスタ３２を備えている。キャスタ３２は、鉛直方向の軸周り
に自由に回転するブラケット３２ａと、このブラケット３２ａに水平方向に自由に回転す
るゴムあるいは樹脂製の車輪３２ｂを備えている。このフレーム３１には、受け部３３が
設けられている。受け部３３は、買い物カゴＰの下部が収まるような寸法で形成されてい
る。
【００１２】
　ハンドルフレーム部４０は、キャスタ部３０の左右の後輪側にそれぞれ取り付けられた
縦フレーム４１，４１と、これら縦フレーム４１，４１の上端を繋ぐ水平方向のハンドル
バー４２を備えている。左側の縦フレーム４１には、延長アーム４３が取り付けられてい
る。ハンドルフレーム部４０には補強材４４が取り付けられている。
【００１３】
　籠受部５０は、四角枠状のフレーム５１と、このフレーム５１の下側に設けられた受け
部５２を有している。受け部５２は買い物カゴＰの下部が収まるような寸法で形成されて
いる。
【００１４】
　電装部１００は、キャスタ部３０の上部に設けられる。ハンドルフレーム部４０の下端
側に縦フレーム４１，４１に亘って取り付けられたバッテリ部１１０と、商品コードを読
み取るためのスキャナ１２０を設ける。また、スキャナ１２０で読み取った商品の商品名
称・単価等の各種情報を表示する表示器１５０（表示装置）１５０と、買い物カゴＰ内部
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等を撮像するカメラ１６０とを備えている。バッテリ部１１０は、スキャナ１２０、表示
器１５０、カメラ１６０にハンドルフレーム部４０に内装された電力線を介して電力を供
給している。また、スキャナ１２０はカールコード１２１を介してハンドルフレーム部４
０に内装したケーブルに接続されている。スキャナ１２０、表示器１５０、カメラ１６０
相互は、ハンドルフレーム部４０に内装したケーブルにより接続されている。表示器１５
０は、延長アーム４３の上端に取り付けられている。また、カメラ１６０は延長アーム４
３の中途部に取り付けられている。これらの構成によって顧客が購入を希望する商品の商
品コードを読み取る登録機としてのショッピングカートが構成される。
【００１５】
　表示器１５０はタッチパネル機能を有する表示パネル１５２を有する。端末筐体１５１
の正面に表示パネル１５２が設けられている。表示パネル１５２は、顧客Ｋ側、すなわち
前後方向に対して後方側に向けて設けられている。
【００１６】
　端末筐体１５１内部には、バッテリ部１１０、スキャナ１２０、表示器１５０、カメラ
１６０を連携制御する制御部２００が設けられている。
【００１７】
　表示器１５０は、図２に示すように、カート部２０の幅方向中心線Ｃを基準として、左
側にシフトして配置されている。また、図４に示すように、端末筐体１５１の最下端部は
買い物カゴＰの持ち手Ｐａの揺動範囲（二点鎖線Ｐｂ）よりも上方に配置されている。
【００１８】
　さらに、表示器１５０は、顧客Ｋが表示パネル１５２を見易い方向に傾けて配置されて
いる。具体的には、幅方向Ｈを基準にして中心線Ｃ側に１０～２０°、鉛直方向Ｄを基準
にして上方に２５～３５°傾けて配置している。
【００１９】
　このように構成されたショッピングカート１０を用いて、顧客Ｋは次のようにして買い
物を行う。すなわち、ショッピングカート１０は店舗の入口等に置かれている。次に、顧
客Ｋは使用するショッピングカート１０を引き出す。また、顧客Ｋは買い物カゴＰを取り
、キャスタ部３０又は籠受部５０の少なくとも一方に買い物カゴＰを載置する。ここでは
キャスタ部３０及び籠受部５０にそれぞれに買い物カゴＰを載置するものとする。そして
、顧客Ｋはハンドルバー４２を押しながら、商品の陳列されている商品棚に向けてショッ
ピングカート１０を移動させる。
【００２０】
　顧客Ｋは、商品棚から目的の商品を取り出し、商品の商品コードをスキャナ１２０に近
づける。これにより、商品コードがスキャナ１２０に読み取られ、読み取られた情報は、
制御部２００に送られ、表示パネル１５２に商品名や金額として表示される。顧客Ｋは商
品をキャスタ部３０又は籠受部５０のいずれかに載置された買い物カゴＰに入れる。
【００２１】
　この時、表示器１５０が中心線よりも左側にシフトして配置されているので、表示器１
５０が邪魔になることなく、顧客Ｋは商品棚から商品を取り出し、容易に籠受部５０上の
買い物カゴＰに入れることができる。重量のある商品（例えば、飲料や米等）であっても
同様である。
【００２２】
　また、表示器１５０の端末筐体１５１の最下端部は買い物カゴＰの持ち手Ｐａの揺動範
囲（二点鎖線Ｐｂ）よりも上方に配置されているため、買い物カゴＰの持ち手Ｐａが表示
器１５０に干渉することがなく、顧客Ｋの使い勝手が向上する。
【００２３】
　さらに、表示器１５０は、顧客Ｋが表示パネル１５２を見易い方向に傾けて配置されて
いる。具体的には、幅方向Ｈを基準にして中心線Ｃ側に１０～２０°、鉛直方向Ｄを基準
にして上方に２５～３５°傾けて配置している。これにより、顧客Ｋの視線と表示パネル
１５２の表面とがほぼ直交することになり、表示が見易くなる。
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【００２４】
　図５は、ショッピングカート１０の中心線Ｃと表示器１５０との位置関係の変形例を示
す説明図である。すなわち、上述した実施形態においては、表示器１５０の右端は中心線
Ｃよりも右側に位置しているが、表示器１５０の右端は中心線Ｃよりも左側に位置させる
ようにしてもよい。これにより、顧客Ｋは買い物カゴＰ内の商品がより見易くなるという
利点がある。
【００２５】
　なお、表示器１５０の位置、向き等については、上述したものに限られることなく、買
い物カゴＰの持ち手Ｐａとの干渉を防止することができ、買い物カゴＰ内の商品が見やす
く、さらに顧客Ｋが表示パネル１５２の表示が見易い方向に向いているものであれば良い
。
【００２６】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００２７】
　１０…ショッピングカート、２０…カート部、３０…キャスタ部、３１…フレーム、３
２…キャスタ、３２ａ…ブラケット、３２ｂ…車輪、４０…ハンドルフレーム部、４１…
縦フレーム、４２…ハンドルバー、４３…延長アーム、４４…補強材、５０…籠受部、５
１…フレーム、１００…電装部、１１０…バッテリ部、１２０…スキャナ、１５０…表示
器、１５１…端末筐体、１５２…表示パネル、１６０…カメラ、２００…制御部。
【図１】 【図２】
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【図５】
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